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vol.88　秋号

 information

秋   ( 1０ ̃ １２月 )のイベント情報

検索

発行・指定管理者

公園まとめサイト

車　◀   京都縦貫自動車道経由「与謝天橋立I C」から2 5分
　　　 京都・大阪から約2時間

電車◀   京都丹後鉄道「天橋立駅」から丹海バスで伊根方面へ約4 0分
　　　 丹海バス「波見口」バス停下車→徒歩約3 0分（約2 km）

バス◀   丹海バス「波見口」バス停下車→徒歩約3 0分（約2 km）

アクセス -access-　

 Instagram 

毎週更新中 !!

【日にち】

星空観望会 参加費無料/有料レンタルあり

うみちゃん日記

季節に合わせた題材を

自然の物で工作します。

こんにちは、うみちゃんです。
地域の方にレトロな船をい
ただきました。

名前がまだ決まっていない
ので募集します！

どんな名前がいいかな？
詳しくは募集ページから。

1作品
400円

午前の部

工作デイ工作デイ

　  17:00 - 21:00

予約優先

※入場料・駐車料金 /無料
〒626-02111 京都府宮津市字里波見　
E-mail:e-ds@eco-future-park.jp
TEL:0772-28-9111 / FAX:0772-28-9025

うみほしフォトフェスタ

【日にち】

10月 22日（土）

11月 26日（土）

12月 24日（土）

10月 29日（土）～ 11月 6日（日）【日にち】

森にすむいきものたちのことを

考えながら森づくりをします。

午後の部

森づくりデイ森づくりデイ

　 10：00 -11：30
参加
無料 　 13：30 -15：00

要予約

詳細はホームページへ

園内を自由に散策して星空を堪能しませんか？

双眼鏡やゴロ寝マットのレンタルもあります。

冬期休園のお知らせ 1 2月2 8日（水）～2月2 8日（火）まで
冬季休園期間になります。

10月 16日（日）
11月 5 日（土）
12月 17日（土）

17日は醤油デイ！
詳細は中面へ

　秋といえば、月を見ながらお団子を食べる「お月見（十

五夜）」がありますね。今回は、地球に一番近い星の「月」

にまつわるお話です。

　地球ができたころ、月はまだありませんでした。地球の

周りには今よりもたくさんの小さな惑星や隕石があり、そ

のうちの火星サイズ（地球の半分くらいの大きさ）の小惑

星が地球に衝突！宇宙にたくさんの破片が飛び散り、集まっ

て冷えて固まったものが月になったと考えられています。

月の石と地球にある石が同じ成分だということも分かって

いて、月と地球は兄弟や双子なんて呼ばれ方もしています。

　ただし、月の大きさは地球のおよそ４分の１しかないの

で、引力が弱くて空気を引き留めることができません。そ

のため、月には大気（空気）がなく、風は吹かないし、雨

も降らないのです。だから、月に落ちた隕石のあと（クレー

ター）はずっと残っていて、昔の人はその模様からウサギ

やカニ、魔女に見立てた伝説や物語を作りました。

いつも見ている月でも、まだまだ不思議はたくさんありま

す。ぜひ、皆さんも調べてみてはいかがでしょうか。

２０２２年 ２０２３年

募集ページはコチラ

フォトコンテストも開催！
#うみほしフォトコン2022

うみほしデイ

特集　葉っぱのお話
うみほし公園での

思い出を写そう！

はっぱ



　秋の訪れとともに、緑の葉の色も黄色や赤色に変わっています。
葉の色はなぜ変わるのでしょうか？

になるはなぜ？

　そこで待ち構えていたのが「黄色の細胞（カロテノイド）」。
この細胞は、光をエネルギーに変える働きがあり、もともと葉
に存在していますが、「緑色の細胞」に隠れていたため、その
働きが弱まる秋頃に目立ち始めるのです。

　黄色になる場合と同様、秋や冬は枝と葉との水と養分の通路
が止まります。すると、それまで葉で作られていた「 糖 」や
「アミノ酸」といった養分が葉に残り、その養分が太陽の光を
浴びると「赤色の細胞（アントシアニン）」へと変わります。
　そのため、葉は赤く見えるのです。

の色はなぜ変わる？

　春から夏にかけて、葉は木を成長させるための栄養をつくり
ます。ここで大活躍するのが 「葉緑素（クロロフィル）」という

「緑色の細胞」です。

になるのはなぜ？

　しかし、気温が下がる秋と冬は木がお休み期間になるため、
枝から葉の間での水分と養分を運ぶ通路が行き止まりになりま
す。すると、「緑色の細胞」の働きが弱まり、葉から緑色が抜
け落ちます。

そして、12月のうみほしデイは

　ご自宅でお味噌を作っている人もいると思いますが、お醤油

だって自分でできるのです！

材料は

今年はじめて、公園でも手前醤油を仕込みました。

　4月9日に手前醤油の絞り師「あい」さんに来てもらって
仕込み。実はこの日までに4日ほどかけてあいさんがお豆を
煮て、小麦を炒って麹を育ててくれていました。

　すくすく育った麹と塩を
まぜまぜ、お水を加えて更
にまぜまぜ。半年間のおう
ちとなる樽の中へ。

　12月には絞り師のあいさんにきてもらって諸味からお醤油への

変身のお手伝いをしてもらいます。

来年の（公園）宿泊者のお食事には、うみほし醤油を使う予定で

す。ぜひお食事つきでご予約ください！

大豆、小麦、麹菌、塩、水、

ありがとう！あいさん！

「おいしい‼」

醤油はお店に売っているものと思っているあなた！
シンプルな材料で時間をかけてつくったお醤油の香りや色を感じ
てみたいと思いませんか？

うどんを醤油で食べてみる、たまごかけごはんには？おでんなら
どうなる？？

頭の中には既に　　　　　　　　　　　　がいっぱいです。

　最初は涼しいところで、
夏は暑いところで、時々天
地返しをしながらお豆さん
たちが諸味（もろみ）になっ
てくるのを待っていました。

　豆と塩だった樽の中は天地返し

の度に見た目も色も変わっていき

ます。この後２か月ほど涼しく

なってきてからは熟成の期間。

日にち：12月 17日（土）　10時～ 14時ごろ

定  員：10組（お一人の参加も可能です）

内  容：お醤油絞りと醤油の話、

        醤油を味わう昼ごはん、生醤油の持ち帰り

参加費：1000円 /組（持ち帰り用）

　　　 ＋500円 /人（体験・昼食用）

持ち物：300 ml 程度の醤油が入る容器（瓶かペットボトル）

　　　　搾り粕が入るビニール袋

笹船

１．上下を折り曲げる

２．３つになるよう切る

３． ①を③に入れ込む

　　（反対側も同じ）

完成！！

作
り
方

鉛筆で下書きをして

カッターで切り取り！

うみほし特製 手前醤油ができるよ！

　うみほし通信も今号で88号！と言うことで

テーマは「葉っぱ」（８８）！普段は高い所にある

葉っぱも秋から冬にかけて木から落ち、身近な場所に。

手に取って形や色をじっくり観察してみよう！

公園には他にもこんなおいしいものも置いていますよ★

鰯のバーニャカウダ
鹿肉辣油・肉味噌

「寒山拾得」さんより 「もんどりや」さんより

白いのは大量の塩

茎部分に翼（よく）があります。

※触るとかぶれる植物なので注意！

日本の秋の紅葉を代表するものとい

えばモミジ。そんなモミジ、実は植

物学的にはカエデ属。カエデの一部

の種類をモミジと呼んでいるだけで

「モミジ」は日本特有の呼び方なの

です。カエデの名前の由来は

「カエルの手」に似ている所から。

切り絵

だけです。

醤油熟成中♪

いっちーの豆知識

こうじきん


